
ご卒業おめでとうございます ～第 41回卒業証書授与式～ 

 

 ２月２８日（火）第４１回卒業証書授与式を挙行しました。 

 卒業生の皆さん、保護者の皆様、誠におめでとうございます。３２名全員が卒業後の進

路を決定し、それぞれの目標に向かって母校氷上西高校を卒業することができました。 

 本校教育活動に多大なご支援とご協力を賜り、ほんとうにありがとうございました。 

 ３２名の卒業生に、一人ずつ名前を呼びながら壇上で卒業証書を手渡しました。小規模

校ならではです。その際、ニコッと微笑んでくれる卒業生の笑顔に、卒業の喜びを実感し、

とてもうれしい気持ちになりました。 

 

（校長式辞から抜粋） 

 成功の反対は失敗ではありません。成

功の反対は、何もしないこと、挑戦しな

いことです。ちょっと難しいと感じたら、

すぐに「どうせ無理」と言い訳をして、

簡単に自分の限界を決めてしまわずに、

つねに何かに挑戦する気持ちを持ち続けてください。も

しも、まわりに「どうせ無理」と言う人がいたら、その

人がやろうとしていないだけなので気にしないことです。

自分の思うとおりに取り組んだら、仮にうまくいかなか

ったとしても、やってみて初めてわかることがあり、多

くのことを学べます。やってみて「ダメだ」と思うのと、

はじめから「ダメだ」と思ってやらないのとは全く違い

ます。自分を信じて、目標を達成するまで挑戦し続けて

ください。やりたいと思ったことへの挑戦を途中でやめ

てしまったら、きっと後悔するでしょう。人はやったこ

とよりも、やらなかったことに後悔するものです。 

 ４月からの新しい環境の中で、皆さんが何か挑戦する

ことを見つけて、その目標に向かって努力すれば、皆さ

んのまわりにはその挑戦を応援し、助けてくれる人が必

ず現れます。皆さんが自ら行動することで、今まで出会えなかった人に出会うことができ

ます。 

 卒業生の皆さんが、母校氷上西高校とふるさと丹波を愛する心を持ち続け、健康に留意

し、自分を信じて、失敗を恐れることなく、感謝の心とともに、それぞれの目標に向かっ

て一歩一歩歩んで行かれることを願っています。 

 ４１回生、一人ひとりの前途に幸多きことを祈念し式辞といたします。 

                               （校長 高橋信之） 


